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はじめに

千葉都心は、昭和２１年に事業認定された戦災復興土地区画整理事業によって現在の基盤が整備されてい

ます。その後、昭和３８年にＪＲ千葉駅が現在の位置に移転してからは、高度経済成長期を迎えていたこと

もあり、建築物の新築が相次ぎました。しかしながら、近年、郊外部にアウトレットモール等の大型商業施

設が増加し、それらに起因して商圏が変化したことや、建築物の建て替えが進まないなど、まちが大きな変

化をしていないことから、千葉駅周辺の求心力の低下が懸念されていました。

このような中、ＪＲ東日本によるＪＲ千葉駅の駅舎・駅ビルの建替えをはじめ、千葉駅西口では千葉市が

施行している再開発事業が、そして、東口では、権利者で組織する再開発組合の施行による再開発事業が計

画され、事業化に向けて動き始めるなど、駅周辺でリニューアルの動きが活発化し始めています。千葉市で

は、これを契機と捉え、関係者間で連携し、まち全体のリニューアルへと繋げることによって、魅力を高め

ていく必要があると考えています。

そのためには、社会経済情勢の変化と千葉都心が今後果たすべき役割を正しく捉え、千葉都心全体の将来

像や取組みの方向性を明確化するとともに、将来像を実現するための優先順位を付けた整備プログラムを整

理する必要があることから、「千葉駅周辺の活性化グランドデザイン」を策定しました。

今後は、「千葉駅周辺の活性化グランドデザイン」で描いた将来像を、市民、まちづくり団体、大学、企

業や経済団体など、まちづくりに関わる全ての方々が共有しあい、相互に連携・協働して、千葉都心全体を

活性化させていきたいと考えています。

結びに、策定にあたって、市民の皆様をはじめ、商業・観光・医療・福祉など、様々な団体や企業などの

多くの皆様より貴重なご意見・ご提案をいただきましたこと、また、地元商店街や大学関係者の皆様に多大

なるご協力をいただきましたことに深く感謝申し上げます。

平成２８年３月



千葉駅周辺の活性化
グランドデザイン

千葉市新基本計画

千葉市基本構想

千葉市都市計画マスタープラン

千葉市立地適正化計画

その他の個別計画や方針 等
（千葉市公共施設見直し方針 等）

連 携

北エリア

西エリア

東エリア

グランドデザイン対象区域とエリア設定
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千葉市の人口推計

中心都市
第１次商圏
第２次商圏
第３次商圏
商圏が縮小し圏外にな
った市町村
商圏が拡大した市町村
商圏が縮小した市町村

出典：千葉県「消費購買動向調査」

出典：千葉市「人口の将来見通し」

　千葉駅では、エキナカ・駅ビルが開業し、市内

外からの集客力が高まっているほか、東口及び西

口の再開発も進んでおり、千葉駅周辺の新たな魅

力向上が期待されています。一方で、千葉商圏

（H30年度調査）は、他市の大型商業施設等との

競争激化やネットの通販の拡大等の影響から、市

南部（袖ケ浦市、君津市等）や市北東部（佐倉

市、山武市など）が千葉商圏から外れるなど、商

業の求心力の低下が課題となっています。

■　はじめに

　近年、千葉都心では、建築物の建替えが進まず、まちが大きな変化をしていないことから、千葉駅周辺

の求心力の低下が懸念されていました。しかし、ＪＲ千葉駅の駅舎・駅ビルの建替え、千葉駅西口地区及

び千葉駅東口地区で実施・計画されている再開発事業、千葉公園の再整備など、リニューアルの動きが進

んでいることから、これを契機と捉え、まち全体のリニューアルによって魅力を高めていく必要があると

考えています。そのためには、千葉都心全体の将来像や取組みの方向性を明確にする必要があるとして「

千葉駅周辺の活性化グランドデザイン」を策定することとしました。

　策定にあたっては、千葉駅周辺の現状や価値・課題等を浮き彫りにし、活性化のための方向性や狙いを

示すとともに、将来像実現のため、優先順位を付けた整備プログラムなども合わせて整理しています。こ

のグランドデザインでは50年先の未来をイメージして、概ね20年先の将来像を描いています。

　今後、まちの将来像をまちづくりに関わる全ての人が共有することで、多様な主体が連携・協働したま

ちづくりを進めていきたいと考えています。

　千葉駅周辺の活性化グランドデザインは「千葉市基本構想」や「千葉市新基本計画」で示されている本

市のまちづくりの方針を受け、「都市計画マスタープラン」やその他の個別計画や方針等（千葉市公共施

設見直し方針等）と整合・連携を図りながら、千葉駅周辺の活性化に向けた方向性を定めるものです。

■　グランドデザインの位置づけ

■　現状分析等

＜人口＞

＜商業＞

課題

　千葉市の人口は現在は増加していますが、2020年をピークに減少に転じるとともに、65歳以上が全体に

占める割合である高齢化率は年々上昇する見込みです。また、年齢4区分別人口をみると、年少人口及び

生産年齢人口が一貫して減少する一方、高齢者人口のうち、特に75歳以上人口の増加が見込まれているこ

とから、人口減少が緩やかで年代構成のバランスのとれた社会を築くことが必要となります。

千葉市の総人口の将来的な減少 と 情報発信力の高い若年層の将来的な減少

課題
商業環境の競争激化 と 
商業環境の求心力低下

駅周辺のリニューアル

千葉駅東口地区
再開発

千葉駅・駅ビル
の建替え

新千葉2・3地区
再開発

千葉駅西口地区
再開発
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千葉駅周辺の活性化グランドデザイン



千葉商圏の
維持による

商圏人口の確保 界隈性賑わい軸
の形成

商業コアの形成
・県内の商業中心地としての商圏の維持

等

課題 対応策 具体的提案

駅周辺の観光施設
と連携した
観光客の誘致

県の玄関口としての
アンテナ機能の発揮

外国人が楽しめる買物
機能の強化と環境整備

・地域資源（歴史・文化等）と連携した魅力向上
 （千葉氏・大賀ハス等との連携）
・宿泊機能の強化
・海辺のまちづくりとの連携 等

等

等

等

等

海辺や公園
との連携強化

・県内各地と連携した観光情報発信拠点
（県内Ｂ級グルメ・アンテナショップ・イベント等）

歴史・文化施設の連携

・外国人の嗜好にあわせたテナントミックス
・品揃えの強化
・公衆無線ＬＡＮや外国語表記のサイン

通りごとの
特色の有効活用

生活支援機能の整備
による都心居住促進

公園や文教施設などを
活かした住み心地の
良い環境づくり

・住宅と生活支援機能の複合化
（商業施設､子育て支援施設、医療機関、
　健康・福祉、公共施設等）

・安心で快適な駅前居住地の維持・向上

商店街ごと
の特色

活動状況の整理
（ヒアリング等） 抽出

商
業
関
連

観
光
関
連

都
心
居
住
関
連

千葉市観光客推移

富士見商店街
千葉ショッピングセンター（C·one）

西銀座商店街

千葉公園通り商店会
蓮池倶楽部商店会

中央銀座商店街（きぼーる通り）
千葉銀座商店街
栄町通り商店街

千葉中央一番街商店会

みゆき通り商栄会

居住・サポート施設
の充実

都心居住の促進

建替え促進の支援や
規制緩和
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出典：「千葉県観光入込調査報告書」

　千葉駅周辺には複数の商店街が形成されており、駅周辺の活性化を進めるためには各商店街の特色を活

かしたまちづくりを進める必要があります。そこで、各商店街へのヒアリング等を通じて、現在の活動状

況についてまとめ、さらに、活動状況を踏まえた今後の方向性を示唆する特色についても整理します。

これにより商店街ごとの魅力が向上し、来街者の誘引や回遊性の促進に寄与すると考えます。

　千葉市への観光客数は、近年250万人強で安定的に

推移しており、特にイベントにより千葉市を訪れる

観光客が多い特徴があります。また、中心市街地に

立地する千葉神社は、初詣参拝客を中心に年間100万

人以上を集客する市内有数の観光資源です。

　日本全体の訪日外国人（インバウンド）客数は

2018年は3,119万人で過去最高となるなか、同年の県

内訪日外国人宿泊客数は約359万人で、うち千葉市を

含む千葉地域※は約51万人にとどまっています。以

前に比べて増加しているものの、インバウンド客を

取り込み切れていないのが実態です。

※千葉地域：千葉市、市原市、八千代市、習志野市

＜商店街＞

＜観光（インバウンド）＞ ■　活性化に向けた課題への対応と対応策及び具体的提案

　現状分析等より、千葉駅周辺の活性化に向けた課題と対応策及び具体的提案を、商業、観光、都心居住

の３つに分類しました。特に観光関連では、都市アイデンティティに着眼し「千葉らしさ」に配慮してい

ます。

■　まちづくりの方向性

　駅・駅ビルの開業による東エリア・西エリア・北エリアの歩行環境・回遊性の充実と併せて、千葉駅

周辺の活性化のために解決されるべき課題と、その対応方針を踏まえた活性化のための「まちづくりの

方向性」として次の通り、全体の方向性の他、エリアごとの特性を踏まえた方向性の整理を行います。

※上記に加えて、共通の対応策として、既存ストックを最大限活用した「居心地が良く歩きたくなる」空

間を創出するため、まちなかリノベーションやウォーカブル等を推進し、まちの価値向上を図ります。

　　　　　　　　　　　

＜エリアごとの特性＞

東エリア 千葉駅周辺における業務・商業の集積地であり、特色ある商店街や歴史・文化、観光資源

を備えたエリア

西エリア 千葉駅の開業に併せて回遊性の向上が見込まれ、西口地区再開発事業等により、生活支援

機能の充実が図られつつある、臨海部への玄関口

北エリア 公共施設等が充実した閑静で住みよい居住環境と、駅にほど近く、四季の自然や水辺と

ふれあい等の観光要素を持つ総合公園を備えたエリア

 課題 市や駅周辺の施設を訪れる観光客の減少とインバウンドの強化

◆地域別の外国人宿泊客の状況（人数） （単位：千人泊）

千葉 東葛飾 印旛 香取 海匝 山武 長生 夷隅 安房 君津 合計

2018 512 782 2,207 1 6 0 4 2 9 64 3,586

2017 459 541 2,168 1 6 0 2 2 8 53 3,239

2016 589 282 1,980 4 6 1 7 2 9 61 2,942

2015 571 322 1,810 0 4 0 5 2 7 60 2,780

2014 214 174 1,371 0 2 0 2 1 3 38 1,806

2013 135 96 1,176 0 1 0 0 1 3 22 1,434

出典：「千葉県観光入込調査報告書」
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中央公園・通町公園の
連結強化と賑わいの創出

駅前業務・商業コア

北エリア

東エリア

西エリア

旅客船さん橋・緑地等整備

旅客船ターミナル、
ケーズハーバー（代表施設）
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西銀座周辺の整備による
駅前業務・商業コアの形成
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ke-zha-ba-   tiba 

JR千葉支社跡地
周辺整備

Ｐ．３

東エリア
多様な人が集い
賑わうまちづくり

◇駅至近区域に駅前業務・商業コアを形成する
　ことで恒常的な賑わいを創出

◇歴史・文化などを感じさせるまちづくりに
　より、観光資源を効果的に発信

◇賑わいを発信する広場機能を導入し周辺地域
　へ賑わいを波及

◇商業施設の中高層部に居住機能を導入した
　複合居住施設の導入を促進

◇商店街など、通りごとの特色の有効活用

安心の生活を
支援するまちづくり

西エリア

北エリア
公園や文教施設を
活かしたまちづくり

◇千葉公園の再整備などに関連した公共施設など
     を再編･再配置

◇駅前の高度利用を促進し、生活利便施設、居住
     施設及びこれらの複合施設などを集積

◇駅前高度利用エリアの周辺地域においても現在
     の良好な環境を保ちつつ、より便利に住みやす
     くすることで、居住機能を集積

◇歴史・文化、文教、公共施設などの連携に
　よる回遊性の強化
◇都心居住の推進による賑わいの創出
◇ウォーカブル推進による「居心地が良く
　歩きたくなる」空間の創出
◇まちなかリノベーション推進による既存
　ストックの活用

◇臨港プロムナード沿いに賑わい機能を誘導

◇西口地区再開発事業や新千葉2･3地区再開発事業
などの高度利用と医療･健康づくり･保育･地域コ
ミュニティなどの機能の導入により質の高い居
住機能を導入

◇駅からのほどよい距離感を活かした多様な住ま
い方の選択と、戸建から共同住宅への更新など
も見据えた居住機能を導入

◇駅の開業に伴う歩行環境・回遊性の充実

◇百貨店や駅ビル・商店街の整備等からなる面的な駅前拠点を形成
◇建物更新に併せたビルの共同化などにより、県の核となる業務・
商業機能の集積と強化
◇駅ビルから人の流れを引き込み、恒常的な賑わいを創出
◇ウォーカブル推進により、歩行者中心の空間を強化（歩車分離の
促進 等）

駅周辺の魅力を高める都市機能の整備

千葉駅周辺全体の方向性
○千葉県内での求心力のあるまち
○働く人、学ぶ人、住む人、観光客など、多様な人々が集まり賑わうまち
○エリア間における機能分担・連携による多様な魅力のあるまち

駅周辺共通
多様な魅力あるまちづくり

凡例

駅前業務・商業コアと賑い拠点
の回遊性強化

歴史・文化施設

文教施設

公共施設

出典：国土地理院の基盤地図情報に追記して掲載
　　　千葉公園の平面図は千葉公園再整備マスタープラン
　　　（令和元年 8月策定）



千葉ショッピング
センター  C･one

栄町駅

葭川公園駅

千葉中央駅

京成千葉駅

中央公園

通町公園

裏チバ

そごう

葭川
公園

千葉神社

栄町通り
商店街

千葉銀座
商店街

千葉中央
一番街商

店会

中央銀座商店街（き
ぼーる通り）

西銀座商店街

みゆき通り商栄会

富士見商店街

東口
駅前広場

JR千葉支社
跡地

駅ビル

千葉都市
モノレール
千葉駅

文化
センター

吾妻街園

富士見街園

旧文化交流プラザ

きぼーる
（中央区役所）

美術館
蓮池倶楽部
商店会

蓮池通り

◇タクシー乗場へのアクセス改善
◇風格ある駅前大通りへの視認性確保　　　
（広場上部の構造物の改善 等）
◇モノレール駅舎・車両等や周辺建築物等の
　空間の利活用

西銀座周辺の整備による
駅前業務・商業コアの形成

◇駅から続く２つの界隈性賑わい軸で、中
央公園から周辺の商店街へ賑わいを波及
◇賑わいの核となる広場を整備
◇ウォーカブル推進により、歩行者中心の空
間を強化（歩車分離の促進等）

◇歴史・文化施設と連携した回遊性強化
　・千葉神社
　・旧千葉市文化交流プラザ内ホール
　・千葉市美術館
　・千葉市科学館（きぼーる内）
　・千葉市文化センター
　・千葉市民会館
◇都市型住宅の整備
　（低層部商業・中高層部住居 等）
◇住居サポート施設の充実
　（商業施設・医療施設 等）
　（子育て支援・遊具機能 等）

◇駅前業務・商業コア～中央公園に
　歩行者中心の賑わい軸を形成
◇歩行者環境の向上（歩行者天国 等）

歩行者中心の賑わい軸の形成

人が集いめぐる環境の整備

◇千葉神社・千葉氏等による「千葉らしさ」
　を感じるまちづくり
　（千葉神社と通町公園の一体的整備  等）
◇伝統を感じさせる景観を誘導
◇歴史・文化施設との連携（郷土博物館 等）
◇緑と一体となった賑わい拠点広場の形成
◇歩行者を誘引する機能を導入
　（店舗・イベントスペース 等）

◇千葉駅からの来街者を誘引し、周辺へ賑わ
いを波及
◇商店街、文化施設、公共公益施設等により、
多世代が訪れる賑わいの核を形成
◇特色のある商業・サービス等の複合的な土
地利用を誘導

駅からの動線改善 等

中央公園・通町公園の
連結強化と賑わいの創出

中央公園を中心とした
賑わい拠点の形成

凡例

賑わいの波及

西銀座商店街の整備

駅からの動線改善

複合的な土地利用の誘導

シェアサイクル
ステーション(現況)

千葉駅と中央公園
を結ぶ歩行者動線

歴史・文化施設

出典：国土地理院の基盤地図情報に追記して掲載

歩行者中心の賑わい軸

　 郷土博物館
至 千葉県立中央図書館
　 千葉県文化会館

Ｎ

まちづくりの方向性（東エリア）

Ｐ．４

千葉駅東口再開発事業



新千葉2･3地区
再開発事業

千葉駅西口地区
再開発事業 東口

駅前広場

北口
駅前広場

千葉公園口

西口
駅前広場

千葉駅
南口

JR千葉支社跡地

JR千葉駅

そごう

裏チバ

みなと公園

駅ビル

千葉市役所

千葉中央
コミュニティ
センター

臨海
部と
の連
携

臨
港
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

　旅客船ターミナル､
     ケーズハーバー（代表施設）
　旅客船さん橋　　等

至

Ｎ

ウェストゲート千葉

ウェストリオ

市役所前駅

新千葉駅

利便性の高い環境の整備
◇居住サポート施設の充実
　（商業施設・医療施設・
　   スポーツ施設・保育施設 等）
◇都市型住宅の整備（中高層部住居 等）
◇ホテル
◇地域コミュニティ機能の整備

スポーツ施設

医療サポート 子育て支援

ホテル

千葉市新庁舎整備

機能更新エリア

凡例

上空レベルのデッキ・通路等

駅周辺の回遊性強化による
エリア間の循環の創出（イメージ）

千葉都市
モノレール
千葉駅

京成千葉駅

JR千葉支社跡地周辺整備
◇駅前業務商業コアの形成に資する機能の整備
    （業務、商業、文化、宿泊等）
◇周辺との一体的な整備による面的な回遊性強化
◇南口と西口をつなぎ、相互補完する機能の導入

賑わいの創出に向けた取組
◇裏チバの形成
  （レストラン・バーなどの個性的
　・隠れ家的スポットの醸成 等）
◇駅前広場の活用
  （西口マルシェなどのイベント 等）
◇情報発信
  （WEB・広告・イベント 等）

ちーバル

個性的な飲食店

ウェストゲート千葉

ウェストリオ

千葉駅南口

千葉中央港との連携
◇歩行者空間等の整備
　（歩道サイン・統一テーマを持った舗装 等）

情報案内

海を感じるイベント

（写真差替え）

◇千葉駅西口地区再開発事業
　（ウェストリオ）
　商業施設・ホテル・事務所 等
　（ウェストゲート千葉）
　病院・スポーツ施設・
　保育施設・商業施設 等
◇建替えや再開発等による歩行環
境・回遊性の充実

歴史・文化施設

公共施設

シェアサイクルステーション(現況)

出典：国土地理院の基盤地図情報に追記して掲載

◇臨港プロムナード沿いの賑わい
誘導
　（公共空間の利活用 等）
◇海を感じる景観づくり
◇情報発信
　（WEB・広告・イベント 等）
◇千葉駅～臨海部間を繋ぐ交通
手段の確保

　（バス･モノレール･レンタサイクル等) 

◇JR千葉駅駅舎・駅ビルの
　建替え工事

商業機能等の充実

まちづくりの方向性（西エリア）

Ｐ．５

c PIXTAc PIXTA

c PIXTA



栄町駅

千葉公園駅

新千葉駅

千葉公園

栄町通り
商店街

みゆき通り商栄会

JR千葉駅

JR千葉支社跡地

駅ビル西口
駅前広場

北口
駅前広場

千葉
公園口

千葉都市
モノレール
千葉駅

千葉公園通り
商店会

市民会館

中央図書館
・

生涯学習センター

弁天小学校

植草学園

厳嶋神社

護国神社

(仮称)
千葉公園ドーム
【(仮称)250競輪】

(仮称)
千葉公園体育館

東口

南口

千葉市役所
消費生活センター

旧文化交流プラザ

東口
駅前広場

Ｎ

千葉公園の再整備と
周辺の回遊性の強化

大賀ハスを感じさせる案内表示

千葉公園（大賀ハス）

住み心地の良い環境の整備
◇都市型住宅の整備（低中層住宅 等）
◇住みたくなる街へ向けた景観・集景整備
　（散歩道・ランニングコース・舗装・植栽
　　・電線地中化・歩道照明灯・案内標識 等）
◇エリア防犯性能の向上
　（監視機能、情報連絡機能を備える街路灯 等）

中央図書館と千葉公園の連携による
文教空間の活用

駅前の高度利用の促進

◇図書館と公園をバリアフ
リーでつなげるプロム
ナード及びエントランス
整備の検討

◇居住サポート施設の充実
　（生活利便商業施設・
　  医療施設・スポーツ
　  施設・保育施設 等）

散歩道・ランニングコース都市型住宅（低中層住宅 等）

イメージ

住宅+生活利便商業施設

写真

公園エントランスのイメージ

◇公共施設の再編･再配置を含めた、
　千葉公園の再整備による魅力強化
◇千葉公園・文教施設等との連携
◇千葉公園へ続くアプローチとしての
　景観形成
　（大賀ハスを感じさせる案内表示 ・
　  花や植栽による修景 、サイン等に
       よるリレーデザイン 等）
◇回遊ルートの設定
　（隠れ家的店舗との連携 等）
◇災害時の防災性能の強化
　（北口からの避難誘導の促進 等）
◇案内表示の充実

出典：国土地理院の基盤地図情報に追記して掲載
　　　千葉公園の平面図は千葉公園再整備マスタ
　　　ープラン（令和元年 8月策定）

凡例

歴史・文化施設

文教施設

公共施設

千葉公園との回遊性強化

シェアサイクルステーション(現況)

まちづくりの方向性（北エリア）

Ｐ．６

c PIXTA



裏チバ

栄町通り
商店街

千葉銀座
商店街 蓮池倶楽部

商店会

千葉中央
一番街商

店会

中央銀座商店街（きぼー
る通り）

西銀座商店街

みゆき通り商栄会

富士見商店街

千葉公園通り
商店会

中央公園

市民会館

弁天小学校
植草学園

栄町駅

蓮池通り
葭川公園駅

葭川
公園

通町公園

西口
駅前広場

北口
駅前広場

千葉中央駅

東口
駅前広場

文化
センター

そごう

京成千葉駅 千葉神社
千葉駅前大通り

千葉ショッピング
セ ン タ ー C・one

至 千葉公園

　 郷土博物館
至 千葉県立中央図書館
　 千葉県文化会館

JR千葉駅
駅ビル

吾妻街園

富士見街園

旧文化交流プラザ

きぼーる
（中央区役所）

美術館

千葉都市
モノレール
千葉駅

凡例

JR千葉支社跡地

歴史・文化施設

出典：国土地理院の基盤地図情報に追記して掲載

中央銀座商店街（きぼーる通り）
サブカルチャー系の新たな魅力が
生まれつつある商店街

千葉銀座商店街
ビジネス街と都市型居住を
兼ねたアーバンモール

西銀座商店街
駅前に立地し、飲食店を中心
とした活気ある商店街

裏チバ
個性的・隠れ家的な飲食店等
が点在するエリア

誰もがいつでも楽しめる、門前町
を目指す国際色豊かな商店街

栄町通り商店街

特徴のある個性的な店が集う、千
葉公園に続く、文化の薫る商店街

千葉公園通り商店会

千葉神社の門前にある、落ち着
いた雰囲気の店舗が多い商店街

千葉中央一番街商店会

かつての花柳界の栄華を偲ば
せる、趣のある商店街

蓮池倶楽部商店会

千葉神社へのルートの入り口に
あるレトロな商店街

みゆき通り商栄会

富士見商店街
若年層や女性客、会社員が多く、ホコ
テン化を目指す歩きやすい商店街

千葉ショッピングセンター　C・one
若者 からシニアまでの多様性と賑わい
のあるショッピング・プロムナードＮ

千葉駅周辺の商店街ごとの特色

Ｐ．７



千
葉
駅
周
辺
市
街
地

先行整備プログラムエリアの選定方針

■進行中の千葉駅東口地区再開発事業と近接
　するエリア
■商店街、神社、公園等への賑わいの波及が
　期待できるエリア
■千葉駅から直近に位置し、円滑な歩行者空間
　の連携が可能なエリア

西銀座商店街周辺

中央公園・通町公園周辺

先行整備プログラムエリア（案）

公園等の地域資源周辺

JR千葉支社跡地周辺

来街者を駅から
市街地へ誘引

市街地内の回遊を促進

千葉駅周辺の活性化の核となる
整備の基本的な考え方

千葉駅

西銀座周辺再開発

公共空間等を活用した
賑わいづくり

～引込む魅力の向上～

千葉公園関連整備

JR千葉支社跡地周辺整備 駅とのアクセス強化
　・中央公園周辺
　・千葉公園
　・臨海部

～つなぐ軸の強化～

＜先行整備プログラム＞ ＜次段階整備＞

中央公園・通町公園連結強化

駅周辺の魅力向上

↓
居住地としての

魅力向上
周辺への

回遊の促進

↓

↓

↓
都心居住の

促進へ
商業・観光面の
活力向上へ

①

④

⑤

⑤

⑤

＜先行整備プログラム＞

＜次段階整備＞

＜先行整備プログラム及び次段階整備のイメージ＞

駅から引込む

中央公園周辺
に引込む

回遊を強化する

にぎわいを周辺に
波及させる

※公共空間等を活用
　した賑わいづくり

③中央公園･通町公園
  連結強化

⑤駅とのアクセス強化

②ＪＲ千葉支社跡地周
　辺整備

①西銀座周辺再開発

④千葉公園関連整備

②
③

ＪＲ千葉駅ＪＲ千葉駅

策 定
H28.3

改 定
R2.12

将来

駅・中央公園周辺の
アクセス強化

全体

東エリア

リニューアルの動き 先行整備プログラム 次段階整備

西エリア

北エリア

千葉公園の
再配置・再整備等

西銀座周辺再開発

千葉駅東口地区再開発

中央公園・通町公園
連結強化

JR千葉支社跡地
周辺整備

ＪＲ千葉駅建替え

千葉駅西口地区
再開発

駅・臨海部の
アクセス強化

＜グランドデザインの進行イメージ＞

公共空間等を活用した賑わいづくり

駅・千葉公園の
アクセス強化

都心居住の推進

※ 駅周辺共通の取組

　グランドデザインとして示した将来像を実現するためには、

長期的視点に立ちつつ、骨格となる整備については優先的・段

階的に進める必要があります。

　そのため、活性化の核となる整備の基本的な考え方は、右図

の通りとし、次の２点に該当する事業を先行整備プログラムと

して位置付けます。

　　①千葉駅から市街地へ来街者を誘引する施設等の整備

　　②来街者の市街地内回遊の動機となる施設等の整備

また、対象エリアは基本的な考え方を鑑みて、次の通りとします。

　このような基本的な考えや対象エリアの選定方針に基づき「西銀座周辺再開発｣｢ＪＲ千葉支社跡地周辺整備｣｢中

央公園・通町公園連結強化｣｢千葉公園関連整備｣｢公共空間等を活用した賑わいづくり｣を先行整備プログラムに定め

ます。

　｢西銀座周辺再開発｣｢ＪＲ千葉支社跡地周辺整備｣｢中央公園・通町公園連結強化｣については、次頁以降に図面に

て示しています。また、「千葉公園関連整備」については、令和元年８月に千葉公園再整備マスタープランを策定

したほか、「公共空間等を活用した賑わいづくり」については、道路、公園、民地等などを一体的に活用し、人中

心の豊かな生活を実現するために沿道の店舗等と連携しながら、各地区でウォーカブルを推進していきます。

■　先行整備プログラム

■　グランドデザイン進行イメージ

　ＪＲ千葉駅の建替えにより、西口を中心とし

た駅全体の歩行環境・回遊性の充実が見込まれ

る中、グランドデザインは、現在進行中の千葉

駅周辺のリニューアルを契機として、施設整備

やエリアに優先順位をつけ、段階的に進行して

いきます。

　まず先行整備プログラムでは「引込む魅力の

向上」を実現し、次段階整備として「つなぐ軸

の強化」を行います。「つなぐ軸の強化」の取

組内容としては、東エリアでは２つの先行整備

プログラムをつなぐため、また西エリア、北エ

リアでは、それぞれ臨海部、千葉公園と駅との

アクセス強化のため、サインや照明・舗装等に

よるリレーデザインや通り沿いの賑わい創出な

どによってアプローチ性を高めます。

　また、北エリアでは、公共施設の再配置を含

んだ千葉公園の再整備を推進します。

　全体の進行イメージやエリアごとのグランド

デザインの進行については、右図に示します。

Ｐ．８

先行整備プログラムとグランドデザイン進行イメージ



そごう

千葉駅東口地区
再開発事業

千葉駅

富士見商店街

中央公園

千葉駅前大通り

栄町駅

千
葉
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

（
C･one）

西
銀
座
商
店
街

栄町通り
商店街

千葉銀座
商店街

Ｎ

みゆき通り商栄会

旧文化交流プラザ

文化
センター

アトリウムの賑わい

●リレーデザインによる賑わいの波及
・賑わいの連続性の強化

●富士見一丁目エリアへの波及
・ポテンシャルを活かした機能更新
例）業務・商業機能等の更新
　　都市型居住の促進 等

凡例

人の溜まりを生み出す広場

歩行者中心の賑わい軸

駅からの回遊性強化

●ウォーカブル推進による吸引力の強化
・ 歩行者中心の賑わい軸の形成
例）歩車分離、道路・民地等の一体的
　　活用

・道路交通の円滑化による歩行環境改善
例）共同荷捌き場の確保
例）自動車出入口・駐車場配置の最適化

・魅力が集まるエリアの形成
例）建物低層部（２階以下）への商業
　　機能の集積

●駅前大通りの歩車道の効果的な利活用
・道路占用許可の特例を活用した歩道の利活用
・幅員構成の見直し等による歩車道の利活用

●歩行者環境の向上
 例）歩行者天国 等

シンボルツリーわかりやすいサイン

・沿道の機能更新と併せた賑わいの波及
例）千葉神社へ続く回遊動線の検討（裏
　　路地や葭川沿い）
　　駅前大通りのイベントとの連携 等

風格ある大通りの賑わい

C･one  ・西銀座商店街
・千葉駅前大通りをつなぐ
横断的ネットワーク

千葉駅と中央公園
を結ぶ歩行者動線

歴史・文化施設

出典：国土地理院の基盤地図情報に追記して掲載

JR千葉支社跡地

●千葉駅からの人の流れの強化
・ 駅から東口エリアに直結する歩行者
   動線の検討
例）駅前広場の構造物の撤去 等

千葉駅と中央公園、千葉神社周辺（歴史文化エリア）を結ぶ界隈性あるシンボルロードを形成
千葉駅から来街者を誘引する県都にふさわしい千葉県の魅力が集まるエリアの形成

Ｐ．９

西銀座周辺再開発

c PIXTA

c PIXTA
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Ｎ
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東口駅前広場東口駅前広場

千葉駅東口地区
再開発事業
千葉駅東口地区
再開発事業

千葉駅西口地区
再開発事業
千葉駅西口地区
再開発事業

新千葉2・3地区
再開発事業
新千葉2・3地区
再開発事業

JR千葉駅・駅ビルJR千葉駅・駅ビル

千
葉
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ー
ル
千
葉
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千
葉
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市
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ー
ル
千
葉
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JR千葉支社跡地整備（予定）JR千葉支社跡地整備（予定）

JR千葉支社跡地周辺整備

Ｐ．１０

駅・駅ビル・大型商業施設（百貨店等）・将来の開発による賑わいを結び、波及させるよう、回遊性を向上する。

人の溜まりを生み出す広場

上空レベルのデッキ・通路等

歩行者中心の賑わい軸

賑わいの波及

凡例

出典：国土地理院の基盤地図情報に追記して掲載

起点となる広場からの回遊強化

Ｎ

・裏チバや臨海部へ向け、駅周辺の賑わいを波及さ
せる取組み

・来街者の回遊を促す、大型商業施設と商店会等と
のイベント等での連携・共同した取組

・モノレール支柱などの活用による景観形成等

●駅周辺の核となる施設の連携による回遊の促進

●賑わいの創出と駅前集客機能の形成

●既存ストックの活用

・ウォーカブル推進のための歩行者空間の環境整備
　例）屋根、段差解消、 道路・公園・民地等の一体
　　　的活用 等
・安全なインフラ施設の新設・改修
　例） 敷地内の歩道状空地、デッキ 等
・まちの情報発信拠点
　例）イベント情報、官民複合案内板・サイン 等

・駅からまちなかへの吸引力の強化
　例）業務、商業、文化、宿泊 等
・生活支援機能の充実
　例） 福祉、防災 等

・待ち合わせ場所やまちの顔として
機能する広場空間の創出

・各主体が連携した広場の活用
　例）共同イベント 等

●回遊性の起点となるような駅前空間の創出

●人の溜りや賑わいを生み出す広場

・駅前に相応しい多様な用途
　例）業務、商業   等

●千葉の顔となる駅前空間の創出

●まちなかへの賑わい波及

歩行環境の改善
例）市道新千葉22・23号線の整備
　　車両通行許可証の導入

・支社跡地開発に伴うインフラ再編成
　例）ウォーカブルに配慮した道路
　　　整備 等

●周辺を含めた基盤整備



出典：国土地理院の基盤地図情報に追記して掲載

凡例

西銀座商店街から
続くリレーデザイン

中央公園・通町公園の
連結強化とにぎわいの創出

歴史・文化施設ゲート空間

賑わいの波及

歩行者中心の賑わい軸
（西銀座商店街・富士見商店街）

参道・来訪者の目的地

複合的な土地利用の誘導

千葉銀座
商店街

千葉中央
一番街商

店会

栄町通り
商店街 千葉神社

文化センター

美術館

中央公園

通町公園

富士見商店街

Ｎ

蓮池倶楽部商店会

中央公園・通町公園の連結強化

千葉神社や千葉氏等による「千葉らしさ」を感じるまちづくり

Ｐ．１１

・都心の憩いと賑わいを創出する公園
　例）緑の憩いを感じさせる空間 （芝生広場 等）
　例）中央公園との一体活用 （イベントの連携、視認性向上 等）
・千葉らしさを感じる公園
　例）千葉のルーツやアイデンティティ知るコーナーの整備 等
・都心の顔、シンボルとなる公園
　例）  千葉神社と調和したデザイン（和風照明、参道風の舗装 等）

・千葉駅からの訪問目的となり、周辺施設への
賑いの起点となる機能を導入 

・来街者へのおもてなし対応
　例）外大生による外国人観光客対応
　　　（通訳により地域の魅力を紹介）
　　　アクティブシニアによる
　　　「（仮）千葉の歴史語りべ活動」等

・まちの回遊性を高める空間等の工夫
　例）千葉氏ゆかりの史跡回遊コースの整備
　　　 歴史・文化施設間の連携強化
　　　 低速エコ交通による回遊性の向上 等
　例）路地裏へと人を引き込むアプローチの形成
・情報発信
　例）外国語対応の案内サイン 等

●中央公園を中心とした賑わい拠点の形成

●周辺との回遊性強化

●まちを活性化させる交流サービス

特産品販売店のイメージ まちづくり活動のイメージ

外国人への観光案内対応 低速エコ交通のイメージ

アクティブシニアの活動イメージ

例 )･サイン
･街灯
･オープンスペース
･石畳

●賑わいを波及させるリレーデザインの検討

通りのイメージ 黒塀（現況）

･建物外観デザイン
･要素の統一 
･昔ながらの通りの風景 
（黒塀など）の再現 等 千葉神社

・参道のような軸性と賑わい・界隈性
の共存
　例）参道のような舗装・玉砂利・

雨にぬれない滞留空間・緑
千葉神社との連続性を感じさせ
るゲートの整備 等

・参拝しやすい空間を整える
　例）和風庭園の整備 等

●参道を感じさせる景観デザイン

イベント時のイメージ

参道のような舗装のイメージ

イベントイメージ

●街と杜、未来と歴史をつなぐ賑わいと憩いの公園



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉駅周辺の活性化グランドデザイン 

 

策 定 平成２８年 ３月 
改 定 令和 ２年１２月 
 

千葉市（都市局都市部都心整備課） 
 
〒２６０－８７２２ 
千葉市中央区千葉港１番１号 
電話（０４３）２４５－５３２７ 
電話（０４３）２４５－５１１１（代表番号） 
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